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文献報告

日薬理誌,1993,102,101-12

ベルベリンおよびゲンノショウコの止瀉作用に関する研究
【止瀉】
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薬用部分 地上部

主な成分 タンニン(ゲラニイン)、フラボノイド(クエルセチン、
ケンフェリトリン、ケンフェロール、ケンフェロール-7-
ラムノシド)、芳香族化合物(ブレビホリン、エラグ酸、
没食子酸)、アセチルコリン

民間薬として使用されている。収斂、止瀉薬として、
大腸炎などの下痢、腹痛に応用する。また健胃、整腸薬
として茶剤とする。腫物、皮膚病などに煎剤を外用する。

【下痢および下痢に伴う腹痛、食あたり、慢性の胃腸病】
全草1日量20gに水600～700mlを加え、時間をかけて約2/3量になるまで煎じて、1日3回に分けて服用する。
食あたり、下痢には半量にまで煎じた濃い方がよい。
【便秘気味の慢性胃腸病】
ゲンノショウコ10～12gを水500mlで10～15分とろ火で煎じたものを、茶代わりに飲む。また、瀉下作用の
あるハブ茶を先に入れて煎じ、あとからゲンノショウコを10～15g入れて10分程煎じる。にきび、のぼせ
にも効果がある。
【慢性胃腸病および健胃整腸】　ゲンノショウコ20g、ハブ茶20gを煎じて茶代わりに服用する。
【高血圧症】
ゲンノショウコ10g、ドクダミ(十薬)10g、決明子5～10gを煎じて茶代わりに服用すれば体質改善になる。
この煎じ薬は膀胱炎、子宮内膜炎(こしけ)、痔疾患にも効果がある。

日本食品科学工学会誌,2004,51,463-6

和漢薬からのA型ボツリヌス神経毒素中和物質の探索
【抗食中毒】

主な薬効 止瀉、整腸薬。利尿、強壮薬および外用にも応用される。

Geranium thunbergi i　ゲンノショウコ

フウロソウ科　多年生草本

基　　原

ゲンノショウコ（現之証拠）

1404　ゲンノショウコ（現之証拠）

語　　源 属名 Geranium ゲラニウムは、ギリシャ語 ゲラノス「ツル(鶴)」
に由来している。これは、長いくちばし状の果実をツルに例えた
もの。　種小名の thunbergii は、スウェーデン生まれの植物学者
ツュンベルク Carl Peter Thunberg(1743-1828)から。
和名のゲンノショウコ(現証拠、験証拠)は、下痢止めに服用すると
すぐに験(効果)が現れることから名付けられた。
市場では玄草とも呼ばれている。

主な用途
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